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　キリスト教と文化研究センター（RCC）の大きな目的の一つとして「本学の
キリスト教主義教育の内実化を図る」ことが明記されている。昨年度スタート
した本研究プロジェクトはこの目的に従い、関西学院が拡大を続ける中、現代
において関西学院ならびに関西学院大学のキリスト教主義（教育）がどうある
べきなのか、またどのように展開されるべきなのかを模索し、検証し、具体的
な提案を広く共有化することを目的としている。本研究プロジェクトは、本学
での豊かな伝統をふまえながら、21世紀の大学としての新しい課題に応答する
ために、日本や海外におけるキリスト教主義（教育）のあり方をも参考にし、
キリスト教主義教育の課題に本格的に取り組むことを意図している。
　昨年度（2010年度）設定されたテーマ、（1）キリスト教主義学校のもつ「ミッショ
ン」（使命）の明確化と学内での展開、（2）キリスト教学の講義及びデザインと
FD・効果測定、（3）チャペル活動のあり方と展開、4）「キリスト教主義（教育）
とは何か」を基にして、今年度（2011年度）は下記2つの公開研究会を開催した。
第1回研究会
主題:「『キリスト教と文化研究センター』開設の経緯をめぐって」
講師:林　忠良 本学名誉教授（RCC初代センター長・前経済学部宗教主事）
日時:2011年12月13日（火）午後5時半より（約2時間）
場所:吉岡記念館3階　会議室1
参加者:21名
第2回研究会
主題:「一主事の働きから」
講師:田淵　結（関西学院宗教総主事・教育学部宗教主事）
期日:2012年1月24日（火）
場所:吉岡記念館3階　会議室1
参加者:18名
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2011年度はまた、先行研究とも言えるキリスト教主義教育に関するこれまでの
成果について概観した。関西学院と青山学院との共同で編纂された『キリスト
教教育の理想と現実』（1968年）、また『キリスト教主義教育研究室紀要』等に
も重要な論考が掲載されている。これらの基礎的な文献資料については、今後
も引き続き留意し、精読してゆく必要がある。また、次年度はFDの一環も兼ね
て、各学部の宗教主事によるキリスト教学及びチャペル活動を中心としたキリ
スト教主義教育の展開に関する発題報告を継続的に開催したい。本年度のプロ
ジェクト研究員は、平林孝裕研究員、嶺重　淑研究員、打樋啓史主任研究員・
舟木讓主任研究員、山本俊正（副長）（順不同）であった。
（山本　俊正）
